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な
♂
Σ
話
し
た
ε
こ
ろ
が
、
氏
も
興
味
を
起
さ
れ
た
ら
し
か
つ
元
。

　
そ
れ
か
ら
、
暫
く
し
て
バ
ー
デ
氏
は

「
こ
れ
が
近
頃
見
付
っ
か
っ
た
星
で
す
。
速
度
が
速
く
て
ね
。
此
の
爲

眞
板
に
も
其
の
速
い
事
が
わ
か
り
ま
せ
う
。
：
：
…
：
」

「
ア
・
、
之
れ
が
近
頃
の
有
名
な
小
遊
星
で
す
か
。
な
る
ほ
曹
面
白
い
」

「
光
り
も
可
な
り
大
き
い
で
せ
う
？
」

「
有
難
う
。
此
の
天
文
毫
へ
來
て
、
今
日
、
世
界
中
評
判
も
の
、
こ
の

小
遊
星
を
，
し
か
も
其
の
嚢
見
者
か
ら
見
せ
て
貰
ふ
の
は
愉
快
な
こ
ε

で
す
。
…
…
…
一
昨
年
、
私
は
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
み
た
時
、
や
は
り
貴
君

の
御
嚢
見
の
彗
星
を
暫
く
観
測
し
た
こ
ミ
か
あ
り
ま
す
。
」

　
さ
て
、
皇
長
に
案
内
さ
れ
て
，
次
ぎ
の
室
へ
移
る
時
、

「
左
様
な
ら
，
ド
ク
ト
ル
・
バ
ー
デ
。
貴
君
の
た
び
く
の
御
互
見
を

御
申
し
親
ひ
ま
す
。
」

ぐ
」
い
ひ
ま
す
ε
，
氏
は
、
い
か
に
も
恥
し
さ
う
に

「
有
難
う
2
～
」

S
、
く
り
か
へ
し
て
居
ら
れ
た
Q

　
バ
ー
デ
氏
は
、
豫
期
に
反
し
、
未
だ
可
な
り
年
齢
の
若
い
入
で
あ

っ
た
。
自
分
は
、
あ
ぐ
」
で
、
シ
ョ
ー
ル
皇
長
に

「
ヘ
ァ
・
バ
ー
デ
は
、
ま
だ
若
い
顔
付
き
の
人
で
す
ね
。
私
は
、
何
だ

か
、
も
つ
ε
年
を
取
っ
た
、
四
五
十
歳
ぐ
ら
み
な
人
か
ミ
想
像
し
て
ゐ

ま
し
九
よ
。
ハ
…
」
ε
い
ふ
ぐ
』
、

「
え
・
、
バ
ー
デ
君
は
若
い
で
す
。
し
か
し
大
弓
な
勉
墨
家
で
ね
。
毎

夜
，
よ
く
観
測
を
働
み
ま
す
。
そ
れ
で
、
い
ろ
く
な
星
を
獲
見
す
る

も
の
で
す
か
ら
、
可
な
り
有
名
に
は
な
っ
て
ゐ
ま
す
が
。
」

ミ
い
ふ
返
事
で
あ
っ
た
。
（
一
九
ご
四
、
十
二
、
十
六
、
パ
リ
に
て
）

河
西
氏
反
射
鏡
の
光
器
部
分
に
つ
い
て

　
將
來
に
於
て
起
る
か
も
知
れ
ぬ
寂
る
事
件
の
誤
解
を
解
く
爲
に
此
の

反
射
望
遠
鏡
の
エ
リ
ソ
ン
氏
の
製
作
に
か
誌
る
口
径
一
六
七
ミ
リ
（
六

吋
牛
）
の
樋
物
線
鏡
，
こ
径
三
十
五
ミ
リ
（
一
眼
八
分
の
三
）
の
．
李
而
鏡
に

關
す
る
事
實
に
つ
き
記
し
た
い
ざ
思
ふ
。

　
主
食
は
厚
さ
一
腰
餓
の
良
質
の
厚
板
硝
子
の
磨
か
れ
た
も
の
で
焦
鮎

中

村

要

距
離
は
F
八
ご
い
ふ
希
望
に
翻
し
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
総
裏
に
記

せ
ら
れ
て
居
る
如
く
四
五
イ
ン
チ
、
自
分
の
測
定
で
は
一
三
七
八
ミ
リ
、

五
四
二
二
吋
F
八
・
四
、
下
鮎
距
離
は
此
の
口
径
ε
し
て
は
極
め
て
適

當
な
る
も
の
で
あ
る
Q
鏡
は
一
九
二
四
年
十
二
月
始
め
に
完
成
さ
れ
た

も
の
で
星
に
よ
る
實
際
観
測
を
煮
て
同
氏
の
標
準
に
蓬
せ
る
も
の
ε
認

一
七
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め
ら
れ
十
二
月
末
に
同
氏
の
手
を
離
れ
た
。
そ
し
て
ベ
ー
カ
ー
肚
の
手

を
経
て
マ
ゥ
チ
ン
グ
の
製
作
に
着
手
せ
ら
れ
た
。

　
卒
面
鏡
は
厚
さ
一
端
弱
あ
り
裏
面
に
器
誤
乏
団
｝
国
の
マ
ー
ク
が
あ
る

此
の
李
面
鏡
に
つ
い
て
は
記
す
る
事
が
多
い
。
原
李
面
鏡
は
ラ
シ
ャ
に

て
磨
か
れ
た
硝
子
面
の
嚇
片
か
ら
作
製
さ
れ
た
．
ピ
ッ
チ
盤
で
磨
い
た

よ
り
も
早
く
出
來
る
が
其
の
表
面
は
肉
眼
で
織
る
角
度
で
反
射
光
を
見

れ
ば
明
ら
か
に
凸
凹
を
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
表
面
が
波
打
っ
て
居

る
様
に
見
え
る
。
け
れ
，
こ
も
不
思
議
な
事
に
は
其
の
爪
牙
的
に
像
或
は

ニ
ュ
ー
ト
ン
輪
像
試
験
に
於
て
映
貼
．
は
出
な
い
。
叉
　
》
客
9
。
団
旨
・
口
8

試
鹸
に
着
て
も
悪
く
は
見
え
な
い
。
エ
リ
ソ
ン
氏
は
此
れ
に
つ
い
て
次

の
得
な
事
を
書
い
て
居
る
。
結
果
か
心
配
で
あ
っ
た
の
だ
ら
う
。

　
「
望
藁
筆
内
で
見
て
如
何
に
使
用
に
た
ふ
る
か
を
知
ら
し
て
も
ら
い

た
い
。
若
し
僅
か
で
も
劣
っ
て
居
た
な
れ
ば
此
れ
一
こ
同
じ
大
き
さ
の
新

し
い
も
の
を
作
り
ま
せ
う
。
」

　
所
が
逆
心
ベ
ー
カ
ー
祉
に
廻
さ
れ
て
試
鹸
さ
れ
た
所
満
足
な
も
の
，
こ

は
認
め
ら
れ
な
く
て
エ
リ
ソ
ン
氏
に
途
り
返
さ
れ
た
。
エ
リ
ソ
ン
氏
は

新
し
い
も
の
を
作
り
直
し
た
。
此
れ
が
現
在
の
李
面
鏡
で
あ
る
。
此
れ

で
製
作
年
が
「
九
二
五
ミ
な
っ
て
居
る
事
は
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
掬
物
丸
鏡
に
つ
い
て
は
未
だ
問
題
が
あ
る
。
鏡
の
質
に
關
し
エ
リ
ソ

ン
氏
の
實
験
に
よ
れ
ば

「
私
は
星
に
よ
っ
て
鏡
を
試
託
し
て
見
ま
し
た
所
三
百
倍
の
ア
イ
ピ
ー

ス
で
完
全
な
番
い
像
を
與
へ
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
此
の
鏡
は
私
が

一「

か
つ
て
製
作
し
た
最
も
完
全
な
鏡
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
L

　
饒
に
最
初
に
つ
け
ら
れ
る
銀
は
常
に
う
ま
く
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る

が
此
の
鏡
に
於
て
は
事
實
鍍
銀
は
著
し
く
不
良
で
影
試
験
に
於
て
明
瞭

に
認
め
得
る
波
歌
の
不
規
則
な
黙
が
あ
り
星
像
を
見
て
も
僅
か
に
写
れ

て
居
る
。
け
れ
ε
も
嚴
密
な
る
暗
室
試
験
を
通
遇
し
た
も
の
で
あ
の
鏡

の
質
に
資
し
て
は
疑
問
が
無
く
叉
セ
ル
の
工
作
及
び
完
成
後
日
本
に
來

る
ま
で
に
鍍
銀
は
使
用
に
た
え
な
く
な
る
事
は
明
白
で
あ
る
の
で
其
の

ま
・
ベ
ー
カ
ー
に
迭
ら
れ
た
。
此
の
僅
か
な
事
が
可
な
り
重
大
な
事
を

引
起
し
た
。

　
ベ
ー
カ
ー
で
は
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
の
重
要
な
る
部
分
を
同
じ
く
反
射
鏡

製
作
者
で
あ
る
ア
～
ヴ
イ
ン
グ
氏
に
依
頼
し
紀
。
．
所
が
ア
、
氏
は
同
氏
作

の
六
吋
傘
く
』
比
較
研
究
を
試
み
た
。
エ
リ
ソ
ン
氏
は
ア
氏
か
ら
言
へ
ば

商
賞
敵
の
様
な
も
の
に
な
る
の
だ
か
ら
。
所
が
ア
氏
鏡
は
六
分
の
一
吋

（
三
〇
〇
倍
）
ア
イ
ピ
ノ
ス
の
倍
牽
ま
で
使
用
し
得
る
に
比
し
工
鏡
は
．
四

分
の
一
画
し
か
使
え
な
い
。
又
室
試
験
に
よ
っ
て
も
同
氏
の
新
試
験
法

に
よ
り
良
好
な
る
も
の
で
無
い
¶
こ
断
定
し
た
。
此
れ
は
或
は
此
だ
け
の

結
果
を
聞
け
ば
誤
る
か
も
知
れ
な
い
が
鍍
銀
の
鋏
貼
か
ら
見
れ
ば
當
然

で
あ
る
。
鏡
は
ア
氏
の
も
の
ミ
し
て
も
六
分
の
叫
吋
の
倍
牽
は
當
然
使

え
な
け
れ
ば
反
射
鏡
－
こ
し
て
詣
る
償
値
が
無
い
。
エ
リ
ソ
ン
氏
の
鏡
が

ア
氏
の
も
の
よ
り
劣
れ
る
事
に
は
な
ら
な
い
。

　
此
の
様
な
事
情
が
あ
っ
て
河
西
氏
の
許
に
は
五
月
末
無
事
到
着
し
た

そ
し
て
同
氏
の
依
頼
に
よ
っ
て
六
月
九
日
京
大
天
文
牽
に
託
て
試
験
を
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行
っ
た
。
鍍
銀
は
以
前
に
來
た
自
分
の
鏡
よ
り
は
悪
く
は
な
っ
て
居
な

か
っ
た
が
再
鍍
銀
し
た
。
鍍
銀
後
影
及
び
帯
試
験
を
行
っ
た
。
夕
方
温

度
霊
化
の
多
い
室
内
で
行
っ
た
も
の
で
甚
だ
不
充
分
で
あ
る
。

　
影
は
見
た
所
出
物
線
の
典
型
的
の
も
の
で
影
の
獲
達
か
ら
見
て
も
訣

貼
あ
る
も
の
ε
は
思
は
れ
ぬ
た
草
端
が
反
り
か
へ
っ
て
見
え
ね
ば
な
ら

ぬ
の
が
比
較
的
少
な
く
見
え
旗
。
此
れ
は
帯
測
定
で
確
め
ら
れ
拠
。
此

の
時
の
帯
測
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
、

r＝＝　73ミ
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－O．08

鏡
端
の
七
三
ミ
リ
の
帯
が
温
度
の
攣
化
の

爲
め
に
著
し
く
反
り
上
っ
て
居
る
。
五
四

ミ
リ
以
内
は
良
好
な
る
三
値
を
示
し
て
居

り
混
用
上
完
全
な
鏡
形
を
示
し
て
居
る
。

正
負
錯
雑
せ
る
様
で
あ
る
が
グ
ラ
フ
を
書

け
ば
急
激
な
ろ
攣
化
で
は
な
い
。

測
定
上
端
が
悪
い
様
に
思
は
れ
た
の
で
此

れ
を
確
め
る
爲
に
一
回
づ
、
の
測
定
を
薄
暗
り
中
温
度
降
下
の
多
い
時

に
く
り
返
し
た
Q

　
一
回
の
測
定
か
ら
求
め
た
値
で
あ
る
の
で
○
・
〇
四
ミ
リ
の
誤
差
は

豫
期
し
得
る
。
鄙
ち
牧
差
は
〇
二
〇
以
内
に
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
。

　
此
の
測
定
に
よ
っ
て
見
れ
ば
明
ら
か
に
前
回
の
七
三
ミ
リ
の
誤
は
無

く
な
っ
て
居
る
、
其
の
上
に
温
度
下
降
の
爲
に
僅
か
讐
曲
線
に
な
っ
て

居
る
。
河
西
氏
の
都
合
上
以
上
の
測
定
は
く
り
返
す
事
は
出
駕
な
か
っ

た
が
以
上
の
結
果
か
ら
一
般
の
重
窓
は
五
四
ミ
リ
帯
ま
で
球
面
に
近
い

r＝73ミ

　　64

　　54

　　45

　　35

り墨差 一〇．04

　0．oo

十〇：sl

．O．09

mO．09

不

正

確

形
で
中
央
部
が
穴
に
な
っ
た
双
曲
線
の
も
の
で

あ
る
事
を
知
り
得
る
。
中
央
ざ
端
ε
の
差
に
よ

る
臼
。
陣
・
。
一
〇
。
肖
．
亀
8
の
量
は
財
用
上
完
全
な
も

の
で
あ
る
。
此
の
様
な
鏡
で
は
影
試
験
に
於
て

影
の
先
づ
出
坐
る
中
央
が
幾
分
鏡
の
中
央
に
近

く
な
り
端
の
部
が
李
旦
に
見
え
る
。
自
分
は
測

定
か
ら
殆
め
て
氣
つ
い
た
位
で
エ
リ
ソ
ン
氏
の

如
き
経
駿
家
で
も
見
逃
し
た
位
で
あ
る
。
改
差

の
量
は
0
・
｝
○
ミ
リ
以
内
で
あ
の
影
の
進
行
か
ら
見
て
も
實
用
上
完

全
な
も
の
で
エ
リ
ソ
ン
氏
の
標
準
に
達
せ
る
良
好
な
る
も
の
で
あ
る
。

表
面
の
一
般
的
な
駝
か
ら
見
れ
ば
カ
ル
バ
ン
十
三
吋
よ
り
良
好
で
あ
る

讃
者
諸
氏
の
注
意
さ
れ
た
き
事
は
鍍
銀
後
の
試
験
ミ
硝
子
面
其
の
ま
・

の
も
の
一
こ
常
に
一
致
は
せ
な
い
。
第
一
回
測
定
の
如
き
端
の
著
し
い
訣

鮎
は
明
ら
か
に
銀
あ
る
爲
に
起
つ
た
も
の
一
こ
思
ふ
。
影
及
帯
測
定
は
鍍

銀
無
し
に
行
ふ
た
方
が
鍍
銀
の
不
良
よ
り
着
る
誤
り
を
除
き
得
て
は
る

か
に
良
好
で
あ
る
。

　
自
分
は
此
の
鏡
な
ら
三
百
倍
は
完
全
に
使
用
出
來
得
る
ε
思
ふ
。

　
接
眼
レ
ン
ズ
は
最
近
に
同
杜
よ
り
嚢
費
さ
れ
反
射
鏡
使
用
者
か
ら
好

評
を
得
て
居
る
○
籠
。
目
幽
○
乱
臣
。
。
ぎ
彫
普
。
を
選
び
十
九
、
十
二
、
五
・

六
ミ
リ
の
三
筒
を
選
ん
だ
倍
率
は
七
〇
，
扁
一
〇
、
二
三
〇
の
三
個
に

な
る
。
；
二
〇
で
通
常
の
遊
星
観
測
に
充
分
な
は
す
で
あ
る
。
七
〇
以
・

下
の
も
の
が
費
ら
れ
て
な
い
の
で
あ
る
が
憂
光
星
ε
し
て
は
二
五
ミ
リ

一
九
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五
〇
倍
位
の
も
の
が
必
要
で
あ
り
，
理
想
的
な
こ
ε
を
言
へ
ば
、
一
五

〇
、
三
〇
〇
倍
も
ほ
し
い
。
現
在
つ
い
て
居
る
も
の
で
は
七
〇
は
星
雲

貯
溜
其
他
月
の
一
般
の
外
観
、
攣
光
星
の
観
測
に
使
用
し
一
一
〇
は
球

歌
製
品
、
遊
星
の
外
観
。
淡
き
攣
光
星
、
距
離
五
秒
以
上
の
二
重
星
等

に
適
當
で
あ
り
二
三
〇
は
遊
星
月
の
研
究
的
観
測
○
・
七
秒
程
度
の
二

重
星
も
熟
練
す
れ
ば
見
分
け
得
る
事
が
出
來
殆
ん
曹
絡
て
の
天
間
を
観

測
す
る
に
殆
ん
さ
不
自
由
な
い
。
ベ
ー
カ
ー
製
の
も
の
は
ア
イ
ピ
ー
ス

の
直
径
が
異
る
爲
に
英
國
標
準
型
ア
イ
ピ
ー
ス
の
は
ま
る
ア
ダ
プ
タ

二
〇

1
に
は
ま
っ
て
居
る
。
從
っ
て
此
の
ア
ダ
プ
タ
ー
を
外
せ
ば
英
國
製
の

ア
イ
ピ
ー
ス
分
光
器
等
が
使
用
出
講
る
。

　
此
の
反
射
望
遽
鏡
に
つ
い
て
事
實
あ
っ
た
事
を
記
し
た
に
過
ぎ
な
い

が
幾
多
の
新
し
い
智
識
を
我
々
に
與
へ
て
く
れ
る
。
反
射
鏡
に
興
味
を

持
た
れ
る
方
が
叫
箇
の
鏡
に
つ
き
て
の
設
計
及
び
一
箇
の
鏡
に
覆
し
て

も
如
何
に
重
大
な
る
注
意
が
彿
は
れ
て
居
る
か
に
つ
い
て
幾
分
の
参
考

ε
な
れ
ば
幸
ひ
で
あ
る
。

最
近
五
年
間
邦
雌
竹
交
書
一
覧

（
一
）

水

野

千

里

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
）

　
去
る
七
月
二
十
九
日
ご
一
二
＋
日
－
こ
の
二
日
間
、
第
三
回
岡
山
講
習
會

が
開
か
れ
た
一
こ
き
、
講
習
員
各
位
の
蓼
考
に
も
ε
考
へ
天
文
同
好
會
創

立
（
大
正
九
年
九
月
）
以
後
出
版
さ
れ
た
邦
文
天
文
書
中
、
余
の
手
許

に
あ
る
も
の
を
陳
列
し
て
、
一
覧
に
供
し
た
ξ
こ
ろ
、
本
誌
編
輯
部
か
ら

短
評
を
加
へ
て
、
「
天
界
」
に
投
稿
せ
よ
ε
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
妄
評
を

左
に
記
．
る
す
。
大
正
＋
二
年
九
月
一
日
の
震
災
前
に
出
版
せ
ら
れ
た
も

の
は
多
く
火
災
に
罹
っ
た
の
で
、
復
興
版
の
有
無
を
入
用
の
方
は
問
合

さ
れ
度
い
。

O
山
本
博
士
著

（
一
）
星
座
の
親
し
み
　
　
　
一
冊

（
二
）
遊
星
亡
リ
ぐ
　
　
　

一
冊

（
三
）
星
空
の
親
察
　
　
　
　
　
　
一
二

（
四
）
天
丈
定
人
生
　
　
　
　
　
　
一
班

（
五
）
宇
宙
建
葵
虐
其
居
佳
者
（
天
交
學
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
毛

（
六
）
火
星
が
來
う
ん
だ
　
　
　
　
一
冊

　
　

一
・
0
0

二
・
0
0

二
・
五
〇

ご
・
二
〇

警
醒
杜
書
店

同同同

丁
六
〇
　
　
同

○
・
入
0
　
　
伺


